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〔県民局だより〕 

  稲ＷＣＳの課題と推進体制について 
備中県民局農林水産事業部備中県民局農林水産事業部備中県民局農林水産事業部備中県民局農林水産事業部    

 先日、倉敷・総社地域の稲ＷＣＳについ

て情報交換会が開催され、今年度の課題と

来年度の推進体制等について話し合ったの

で、その概要をお知らせします。 

 稲ＷＣＳは、生産者（稲作農家）と収穫

者（コントラクター）と利用者（畜産農家）

の連携が不可欠ですが、初めて取り組んだ

地域では、様々な思い違いから、課題も散

見されました。他地域でも参考になること

なので、紹介させていただきます。 

１ ロールの置き場所 

 写真１の並べ方は、畜産農家が運び出す

際、遠くまで取りに行かねばならず、大変

手間がかかります。写真２のように、1 カ

所にまとめて置く方が搬出は容易です。 

 一方、写真３は、道路とほ場の段差が大

きいため、ロールの積込みに不便です。写

真４のように、段差が少ない場所に置く方

が積込みは容易です。 

２ ロールグラブ 

 200kg や 300kg のロールを持ち上げるに

は、ロールグラブなどが必要ですが、常に

ほ場にあるとは限りません。畜産農家がロ

ール搬出に利用する場合は、自ら持ち込む

のか、誰かに貸してもらうのか、事前に詰

めておく必要があります。 

３ ほ場位置図 

 畜産農家は、ほ場の場所がわからないと

ロール搬出ができません。したがって農業

再生協議会（旧：地域水田協議会）は、ほ

場毎に利用者（畜産農家）を記載した「ほ

場位置図」を作成し、事前におか酪等に情

報提供する必要があります。 

 以上が主な課題と対策です。 

 来年度は、酪農家の需要拡大が困難と言

われており、肉用牛農家の新規利用が増え

ると予想されることか

ら、より一層、円滑な

仕組みづくりが重要と

なります。 

 今年度の課題をふま

えて、来年度の「収穫

調製・引き取り手順」

と「マッチング手順」

を作成したので紹介し

ます
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① ① ほ場位置図 ①

② ② 事前相談 ② 事前相談

作業報告＆作業料の請求 ③ 作業 作業報告

⑦ ロール代の請求 ⑥

④

  ＊　県は、関係機関が円滑に動けるような
環境づくりと全体的な調整を行う。

●　各ほ場で生産されるロールの置き場所

●　各ほ場で生産されるロールの搬出時期

●　各ほ場で生産されるロールの搬出方法

④
収穫作業受託組織

畜産農家（酪農家及び肉用牛農家）

稲作農家（地権者）
おかやま酪農　備南・びほく事業所

総合農協の肉用牛担当

⑤ ⑤
稲作農家（地権者）

おかやま酪農　備南・びほく事業所
総合農協の肉用牛担当ロール数

の確認
ロール数
の確認

引き取りロールの個数や場所
等を連絡

稲稲稲稲ＷＣＳＷＣＳＷＣＳＷＣＳのののの収穫調製収穫調製収穫調製収穫調製・・・・引引引引きききき取取取取りりりり手順手順手順手順

農業再生協議会

ほ場位置図

収穫作業受託組織

できるだけ、道路とほ場の段差が少ないところ
にまとめて置くと、搬出しやすくなります。

トラックに積み込む際に使うロールグラブ等は、
基本的に畜産側が手配してください。

ほ場毎に、実需者（畜産農家）が
わかるようにしてください。

ほ場毎に、生産したロール数が
わかるようにしてください。

搬出するまでの間、稲作農家（地権者）は、穴等
を発見したらテープで補修してください。

ほ場位置図

収穫・調製

事前相談

お互いの希望と妥協できる点を、
事前にしっかり相談しましょう！



❶ 稲ＷＣＳ
作付希望 ❷ 留意点

指導 ① 稲ＷＣＳ
作付希望 ② 留意点

指導

❸収穫依頼
打診 ❹ 収穫可否

報告 ⑧収穫依頼
打診 ⑨ 収穫可否

報告

作付予定場所＆面積＆収穫方法の連絡❺❺❺❺
稲ＷＣＳ購入希望

❼

おかやま酪農　備南・びほく事業所
（総合農協の肉用牛担当）

地域内に収穫組織がある場合

地域内に収穫組織がない場合

実需者の有無（マッチングが成立するか否か）
の連絡

需要量打診

需要量報告

稲ＷＣＳ購入希望

留意点指導

④

（社）岡山県畜産協会に連絡

（広域業者を紹介してくれます）

（三輪地区営農組合等）

総合農協
（おか酪）

⑥
農業再生協議会

肉用牛農家
（酪農家）

⑤

⑦

収穫作業受託組織に連絡

酪農家
（肉用牛農家）

❽

稲作農家（生産者）と畜産農家（実需者）のマッチングが成立

❻

留意点指導

＊　県は、関係機関が円滑に動けるような
環境づくりと、全体的な調整を行う

稲稲稲稲ＷＣＳＷＣＳＷＣＳＷＣＳののののマッチングマッチングマッチングマッチング手順手順手順手順

従来から稲ＷＣＳを
生産していた稲作農家

③
農業再生協議会

新たに稲ＷＣＳを
生産（拡大）する稲作農家

・ほ場をできるだけ踏み固めないこと

・原則として６層巻でラップすること
・万が一、ラップが破れたら補修するこ
と

・ほ場から製品を運び出す方法を考えて

　おいてください。

　（ロールグラブの手配や、運送業者への

　　委託は、畜産側でお願いします。
・製品の保管場所を考えておいてください。

・ある程度のほ場がまとまってありますか

・製品を運び出すトラックが横付けできますか

・食用稲より早い時期に落水できますか

・適切な雑草防除ができますか
・あぜギリギリには植えないでください

・畜産農家が製品を運び出す際、可能

　な範囲で、　ロールグラブを貸してあ
　げてください。

・マッチングが成立しない場合

　は、稲ＷＣＳではなく、他作物

　への転換を指導する必要が
　あります。


